
都市整備部

シート番号 所属
H30決算

事業費（千円）
今後の事務事業の方向性

1 都市計画課 5,338 課題付継続

2 都市計画課 14,901 継続

3 公園課 3,242 廃止・終了

4 公園課 155,363 課題付継続

5 公園課 435 課題付継続

6 公園課 343 継続

7 公園課 91,144 継続

8 道路課 14,256 課題付継続

9 道路課 21,866 継続

10 道路課 20,493 課題付継続

11 道路課 221,106 課題付継続

12 道路課 14,897 継続

13 道路課 346,683 継続

14 道路課 218 継続

15 道路課 24,179 継続

16 道路課 490,707 継続

17 住宅街づくり課 2,098 継続

18 住宅街づくり課 575 継続

20 住宅街づくり課 4,266 継続

21 住宅街づくり課 98,387 課題付継続

22 住宅街づくり課 46,135 課題付継続

事務事業評価（平成30年度決算）　事業一覧

部、室等

事務事業名

京阪守口市駅前施設等維持管理事業

街づくり推進事業

花図かん維持管理事業

公園維持管理事業

緑化推進・保全事業

緑・花基金運営事業

公共施設等樹木維持管理事業

道路管理事務事業

コミュニティバス運行事業

大日放置自転車保管所維持管理事業

自転車駐車場維持管理事業

大日駅前広場維持管理事業

道路維持管理事業

交通安全啓発事業

交通安全施設維持管理事業

都市計画道路豊秀松月線整備事業

建築行政推進事業

空き家等対策事業

既存民間建築物耐震化補助事業

住宅市街地総合整備事業

市営住宅維持管理事業



魅力ある都市空間の形成と維持

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

魅力ある駅前空間の創出に向け、株式会社トークティ守口への管理委託については、他
の出資関係団体と課題共有等を図るなど、今後のあり方について検討されたい。
駅前トイレについては、市民等が気持ちよく利用できるよう清掃や設備の状況を定期的
に確認するとともに、費用対効果に鑑み、必要可能性を検討する。

概
　
要

実施内容等

説明

守口都市計画河原地区第一種市街地再開発事業（昭和57年～昭和60年）によ
り整備された京阪守口市駅前について、守口市を含む７施設管理者（本市・トー
クティ守口Ａ棟管理組合・三菱東京ＵＦＪ銀行・京阪百貨店・守口市文化振興事
業団・みずほ銀行・京阪電気鉄道）が、施行地区内を一つの街区として良好な
住環境の維持・向上に努めるため、昭和60年に㈱トークティ守口を設立し、京阪
守口市駅前を適正に維持管理するとともに、良好な駅前空間を創出しようとす
るもの。

事業費詳細

・委託料
　委託料
　　[京阪守口市駅前公衆トイレ清掃巡回業務委託　1,642千円]
　　京阪守口市駅前公衆トイレの清掃等の業務委託
・工事請負費
　補修工事請負費
　　[京阪守口市駅前公衆トイレ扉補修工事他　629千円]
・負担金、補助及び交付金
　負担金
　　[京阪守口市駅前施設管理負担金（河原地区市街地再開発地域）　2,844千
円]
　　㈱トークティ守口に対して、京阪守口市駅前施設の維持管理に係る費用を
関係各
者の協定に基づく負担割合に応じて、負担するもの。
など

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

5,626             5,338           

 ・需用費
　　光熱水費　223
・委託料
　　委託料　1,642
・工事請負費
　　補修工事請負費　629
・負担金、補助及び交付金
　　負担金　2,844

事務事業名 京阪守口市駅前施設等維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部都市計画課

会計 一般会計



魅力ある都市空間の形成と維持

今後の
事務事業の

方向性
継続

令和元年９月市議会定例会において、大阪モノレール新駅設置に係る都市計画変更図
書等作成業務に関する補正予算案が可決されたことから、適正に都市計画変更及び軌
道法等による手続きを進める。なお、本事業の実施にあたっては、費用便益分析の結果
等に基づき、適正な事業費用の負担割合とするよう努められたい。

概
　
要

実施内容等

説明

　「総合基本計画」では、魅力ある都市空間の形成と維持にあたり、にぎわいと
活力にあふれた都市空間の形成に向け、都市基盤の再整備を行うこととしてい
る。この理念の元で、以下の２事業を実施した。
①鉄道駅利用者の安全の向上を図るとともに、発災時における鉄道駅の緊急
応急活動拠点機能を確保するため、１日の乗降客数が１万人以上であって、か
つ折り返し運転が可能な高架橋柱等の耐震化を図る鉄道事業者に、国・府と
強調して補助金を交付した。
②大阪モノレールの延伸事業（門真市～東大阪市瓜生堂間8.8㎞）が2029年開
業を目指し進められている。大阪府は、新設する駅は既存鉄道４路線との結節
点としているが、既存の門真市と新設予定の（仮称）門真南駅までの駅間距離
は他に比べて長く（約2.5㎞）、本市南部地域は交通手段が乏しいことなどから、
既存の門真市駅と（仮称）門真南駅の中間に新駅設置の要望を門真市とともに
行ってきた。この新駅設置の実現に向けて必要な基礎資料の作成を行った。

事業費詳細

・負担金、補助及び交付金
　補助金　9,916千円
  [守口市鉄軌道施設耐震補強事業補助金（京阪土居駅～守口市駅間）　9,916
千円]
　負担金　4,985千円
  [大阪モノレール門真市・（仮称）門真南駅間新駅設置基礎調査業務委託の負
担金　4,985千円]

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

14,985           14,901         

 ・需用費
　　光熱水費　223
・委託料
　　委託料　1,642
・工事請負費
　　補修工事請負費　629
・負担金、補助及び交付金
　　負担金　2,844

事務事業名 街づくり推進事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部都市計画課

会計 一般会計



潤いのある快適な生活空間づくり

今後の
事務事業の

方向性
廃止・終了

緑・花協会への花図かんの管理運営委託は、平成30年度末をもって廃止。花図かんに
ついても、施設の廃止を前提として、令和元年度末までに方針を決定する。
なお、市としての緑花推進事業については、公民連携、協働の観点も踏まえ、緑花基本
計画に基づき、事業のあり方を検討する。

概
　
要

実施内容等

説明

平成2年に鶴見緑地で「国際花と緑の博覧会」が開催され、緑・花の機運が高ま
り、「花と緑の情報拠点」として下島公園に花図かんが設置された。花と緑に関
する図書や情報を備え市民に提供し、また、様々な緑・花講習会を開催してい
る。温室において市民に配布するための育苗も行っている。花と緑の文化的な
政策として、拠点となる施設は必要で、その役割りを担ってきた。しかし、設置
から20年以上が経過し、事業内容が形骸化しており、現在のニーズに合わなく
なってきている。

事業費詳細

・委託料
　委託料
　［花図かん管理・運営業務委託　3，242千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

3,242             3,242           

 ・委託料
　委託料　花図かん管理・運営業務委託　　　3，242千円

事務事業名 花図かん維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部公園課

会計 一般会計



潤いのある快適な生活空間づくり

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

公民連携、協働による公園の維持管理が推進されるよう、町会等への働きかけを積極
的に実施する。
なお、公園のあり方については、再整備計画に基づき、利用者の少ない公園の集約化を
図る等の検討を行う。

概
　
要

実施内容等

説明

昭和25年以来、公園の整備を行っており現在、都市公園60箇所・21.4ha、児童
公園93箇所・4.3ha、その他公園33箇所・2.9haを維持管理している。市民が安
全・安心に公園利用できるよう適切な維持管理を行う必要がある。

事業費詳細

 公園遊具定期点検業務委託　3,672千円
市設公衆便所清掃業務委託　6,448千円
ごみかご撤去及びごみかご付随ごみ等回収業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　　　   17,415千円　　　他

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

175,188          155,363       

 公園遊具定期点検業務委託　3,672千円
市設公衆便所清掃業務委託　6,448千円
ごみかご撤去及びごみかご付随ごみ等回収業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　　　   17,415千円　　　他

事務事業名 公園維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部公園課

会計 一般会計



潤いのある快適な生活空間づくり

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

植栽基準については、府及び近隣市の基準も踏まえ、令和元年度内に実情を応じた内
容に変更する。

概
　
要

実施内容等

説明

　緑・花の推進事業としては、緑の環境をつくる条例による、植さい計画の受付
事務が主である。これは、開発者に対し、植さい計画の提出、完了後の検査を
求めるものである。自然環境の少ない市域に新たな緑地を創出し、良好な都市
環境の形成を図ることが目的である。
　また、緑化の保全施策として、保存樹木・樹林の助成事業がある。保存樹木・
樹林は、当市で唯一残っている貴重な自然である。それを保全するため、所有
者に維持管理費を助成する。市民の生活にとって身近にある緑や花は生活に
ゆとりと潤いをもたらすものであることから、その拡大、保全を図り、緑と花のあ
ふれるまちづくりを行うことが求まれている。

事業費詳細

・工事請負費
　工事請負費
　［保存樹木等指定標識設置工事　260千円］
・負担金、補助及び交付金
　補助金
　［保存樹木等助成　175千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

576               435             

 ・工事請負費
　工事請負費　保存樹木等指定標識設置工事　260
・負担金、補助及び交付金
　補助金　保存樹木等助成　　　　　　　　　　　　　175

事務事業名 緑化推進・保全事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部公園課

会計 一般会計



潤いのある快適な生活空間づくり

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後も引き続き、適正に基金運用を行う。

概
　
要

実施内容等

説明

花と緑豊かな潤いのある街づくりを推進するため、平成3年に、守口市緑・花基
金が設立された。基金は、緑・花事業の推進に必要な財源に充てる場合に限
り、活用することができ、過去「もりぐち緑・花協会」の設立に2億5千万円が投じ
られている。

事業費詳細

・積立金
　緑・花基金運営事業
　［緑・花基金積立金　343千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

394               343             

 ・積立金
　緑・花基金運営事業　緑・花基金積立金　343

事務事業名 緑・花基金運営事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部公園課

会計 一般会計



潤いのある快適な生活空間づくり

今後の
事務事業の

方向性
継続

公民連携、協働による維持管理が推進されるよう、町会等への働きかけを積極的に実
施する。また、公園施設の老朽化等により防犯上の課題を有する公園もあることから、
樹木剪定等の実施にあたっては、課題解決に向けた取り組みを推進されたい。

概
　
要

実施内容等

説明

昭和25年以来、公園の整備を行っており、現在都市公園60箇所・21.4ha、児童
公園93箇所・4.3ha、その他公園33箇所・2.9haを維持管理している。都市公園法
に定められているように公共の福祉の増進に資するように維持管理を行う必要
がある。あわせて道路、歩行路の樹木の管理を行う。

事業費詳細

公園外樹木剪定等業務委託（東部及び西部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20,493千円
公園外樹木剪定等業務委託（南部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 20,790千円　　　他

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

103,757          91,144         

 公園外樹木剪定等業務委託（東部及び西部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20,493千円
公園外樹木剪定等業務委託（南部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 20,790千円　　　他

事務事業名 公共施設等樹木維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部公園課

会計 一般会計



利便性の高い道路交通ネットワークの充実

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

公開型GISを導入することとしていることから、その効果も見つつ、窓口についても委託等
の手法を検討する。

概
　
要

実施内容等

説明

道路法第28条において、「道路管理者は、その管理する道路の台帳を調製し、
これを保管しなければならない」と規定されており、国土交通省令で定める事項
につき整備しなければならないとされている。また、道路台帳の閲覧を求めたれ
た場合においては、これを拒むことができないとも記されており、常に適正な管
理が必要となる。さらに、道路管理者として地下埋設物管理台帳を整備して各
企業等の申請により道路内に設置された施設を把握し、管理する事は当然に
求められる。
　これらのことから道路の適正管理に資する道路・橋梁台帳、閲覧システム、地
下埋設物の管理台帳等の資料を精査・更新の上、整備し、常に適正な状態で
管理を行うもの。

事業費詳細

・委託料
　委託料
［道路台帳修正及び更新業務委託　2,322千円］
［道路情報維持管理システム保守業務委託　267千円］
[法定外公共物等明示資料ファイリング化　471千円]
[地下埋設物台帳修正業務委託　1,663千円]
[公共用地境界確定補助業務委託　3,668千円]

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

15,800           14,256         

 ・委託料
　委託料

事務事業名 道路管理事務事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部道路課

会計 一般会計



利便性の高い道路交通ネットワークの充実

今後の
事務事業の

方向性
継続

今後も引き続き、市内における交通体制の充実に努めるとともに、停留所ごとの利用者
数や路線ごとの利用状況を把握し、必要に応じて停留所へのベンチ設置等、市民サービ
スの更なる向上を検討されたい。

概
　
要

実施内容等

説明

　市内の交通利便性の向上を目指し、子育て世帯や高齢者の方などが出かけ
やすい環境づくりの１つとして、「愛のみのり基金」を活用して、公共施設間をつ
なぐコミュニティバス「愛のみのり号」を運行している。
　安全運行に努めると共に利用者が快適に利用できるよう利用環境の充実に
努める。

事業費詳細

・委託料
　委託料
　［コミュニティバス運行等業務委託　14,677千円］
［コミュニティバス車いす仕様車運行等業務委託　3,408千円］
・使用料及び賃借料
　使用料
　［コミュニティバスリース料　1,077千円］
［コミュニティバス車いす仕様車リース料　417千円］
［修理に伴うレンタカー　110千円］
・負担金、補助及び交付金
負担金
［コミュニティバス手すり・電動ステップ取付　959千円］
・需用費
 印刷製本費
［コミュニティバスラッピング加工　935千円］
・備品購入費
事業用器具費
［時刻表看板　194千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

22,306           21,866         

・委託料
委託料　18,086
・使用料及び賃借料
使用料　1,604
・負担金、補助及び交付金
負担金　　959
・需用費
印刷製本費　935
・備品購入費
事業用器具費　194
・役務費
損害保険料　　　87

事務事業名 コミュニティバス運行事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部道路課

会計 一般会計



利便性の高い道路交通ネットワークの充実

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

移送保管料の見直しについては、放置自転車の引き取り量に多大な影響を及ぼすことが
ないよう、丁寧に検証されたい。

概
　
要

実施内容等

説明

守口市自転車の駐車秩序に関する条例、守口市自転車の駐車秩序に関する
要綱に基づき、駅周辺放置禁止区域内において,指導又、啓発活動（シルバー
人材センター）を行い、放置された自転車等を移送、保管することにより、良好な
交通空間を確保し、道路利用者が安全安心に道路を利用出来る環境づくりを行
なうもの。

事業費詳細

・委託料
　委託料
　［自転車移送業務　4,567千円］
　［絵付け及び街頭指導啓発　7,466千円］
　［清掃・警備委託料　532千円］
　［施設管理・運営委託料　7,508千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

23,043           20,493         

・委託料
委託料　20,071
・需用費
消耗品費　14
印刷製本費　29
光熱水費　193
・役務費
通信運搬費　137
火災保険料　1
・原材料費
原材料費　45

事務事業名 大日放置自転車保管所維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部道路課

会計 一般会計



利便性の高い道路交通ネットワークの充実

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

稼働率が著しく低い施設について、所有者への土地の返却や市有地の民間事業者への
貸与による活用などを検討の上、令和３年度末までに、市域にある市が運営する自転車
駐車場のあり方についてその方向性を示す。

概
　
要

実施内容等

説明

道路環境を守るため、守口市自転車駐車場条例に基づき、駅周辺における道
路交通の円滑化を図り、公共交通機関利用者の利便性を確保するとともに、放
置自転車を無くし、気持ちよく利用出来るよう自転車駐車場の整備及び維持管
理を行なうもの。

事業費詳細

・委託料
　委託料
　［守口市自転車駐車場指定管理料　指定管理　　71,179千円］
　［大日駅前交通広場自転車駐車場管理業務委託　 8,424千円］
［大日駅北第1自転車駐車場整備工事実施設計業務委託　 2,419千円］
・使用料及び賃借料
　賃借料
　　［大日駅北第1自転車駐車場施設用地賃借料　5,610千円］
［大日駅北第1自転車駐車場施設用地賃借料　11,610千円］
　　［大日駅北第2自転車駐車場施設用地賃借料　2,205千円］
・工事請負費
　工事請負費
［大日駅北第1自転車駐車場整備工事　32,983千円］
改良工事請負費
［大日駅地下自転車駐車場施設更新工事　85,104千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

236,586          221,106        

・報償
非常勤職員報酬　57
・役務費
火災保険料　145
・委託料
委託料　83,392
・使用料及び賃借料
賃借料　19,424
・工事請負費
工事請負費　　32,983
改良工事請負費　　85,104

事務事業名 自転車駐車場維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部道路課

会計 一般会計



利便性の高い道路交通ネットワークの充実

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後とも、引き続き適正に事務を行う。

概
　
要

実施内容等

説明

本市において、市東部の拠点として、大日交差点周辺を大日都市核と位置づ
け、商業施設の誘致や基盤整備を行ってきた。今後も引き続き、適切な空間の
維持管理による施設の安全確保と美観を整えるもの。

事業費詳細

・需用費
　修繕料
　［大日駅前広場施設修繕　421千円］
・委託料
　委託料
　［大日駅前管理委託　7,200千円］
　［汚水・湧水槽清掃及び側溝・集水桝清掃委託　498千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

15,889           14,897         

 ・需用費
光熱水費　  7,034
消耗品費　　134
修繕料　421
・委託料
委託料　7,698

事務事業名 大日駅前広場維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部道路課

会計 一般会計



利便性の高い道路交通ネットワークの充実

今後の
事務事業の

方向性
継続

今後も適正な維持管理に努め、応急処置については、迅速に対応できるよう、交通安全
設備と合わせて、委託事業者との連絡体制に万全を期されたい。なお、維持補修の実施
にあたっては、路面の劣化状況等による客観的な指標を作成するなど、事業優先度を明
確にすること。

概
　
要

実施内容等

説明
地域の経済活動や日常生活を支え、道路利用者の安全安心の確保を図るた
め、市が管理する道路（延長約206km）の適正な維持管理を行うもの。

事業費詳細

・委託料
　委託料
　　［不法投棄収集運搬業務委託　391千円］
　　［道路パトロール業務委託（月１回市道一巡）除草他　　4,261千円］
　  ［路面性状調査及び道路照明灯点検業務委託　　27,756千円］
　  ［産業廃棄物収集運搬業務委託　　1,514千円］ 　　ほか
・工事請負費
　補修工事請負費
　　［市内一円道路補修工事（141件）　　79,831千円］
　　［第1工区道路整備工事  　13,640千円］
　　［第2工区道路整備工事  　14,343千円］
　　［第3工区道路整備工事  　14,246千円］　 ほか
　改良工事請負費
 　 ［天乃橋他４橋改修工事  　11,068千円］
 　 ［市道三郷５号線歩道改良工事  　37,216千円］
 　 ［市道三郷20号線歩道改良工事  　49,797千円］　 ほか
・負担金、補助及び交付金
　　補助金　［私道舗装工事助成金（1件）　　533千円］
　　負担金　［橋梁定期点検等負担金　　7,002千円］　　ほか
ほか

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

410,163          346,683        

・需用費　　　　　　　　  ・原材料費
　消耗品費　　    59　　　工事材料費   509
　燃料費         269
　光熱水費   13,651　 ・負担金、補助及び交付金
　修繕料　　     897 　   補助金      376
  　　　　                     負担金　　9,135
・役務費
　手数料　　      49     ・公課費
　　　　　　　　　　　　　　　　その他      1
・委託料
　委託料　　  49,391 　　・工事請負費
　　　　　　　　　　　　　　　　　補修工事請負費  113,439
・使用料及び賃借料　　　　　改良工事請負費　123,660
　使用料     13,874　　　　　　工事請負費　　　　19,650
　賃借料　    1,722

事務事業名 道路維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部道路課

会計 一般会計



安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後も引き続き関係機関と連携し、交通安全の啓発を推進する。

概
　
要

実施内容等

説明

守口市自転車の安全利用の促進に関する条例に基づき、自転車が安全・快適
に通行できる空間の不足、利用者のルール違反やマナーの問題などから、啓
発事業は必要であり、また、平成28年度は自転車事故については、前年比90％
と減少はしているものの、特に幼児や高齢者が事故に遭う確率が高い状況にあ
ることから、ハード面の整備と併せて、ソフト面（自転車利用時のルールやマ
ナーの周知、自転車の利用促進）の各種施策を展開していくことによる、自転車
の安全利用を図るもの。

事業費詳細

・需用費
　 ［消耗品費（ＰＲ啓発用立看板外）　218千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

218               218             

 ・需用費
消耗品費　218

事務事業名 交通安全啓発事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部道路課

会計 一般会計



安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続

今後も適正な維持管理に努め、応急処置については、迅速に対応できるよう、道路設備
と合わせて、委託事業者との連絡体制に万全を期されたい。

概
　
要

実施内容等

説明

　道路管理者の責務として、規制以外の交通に対することや、通学路点検や職
員による重点パトロール等により、毎年多くの安全施設の改修を行なっている。
しかし、経年劣化等により改修が必要な施設は依然として多い。
　近年は交通事故全体の件数は減少傾向にあるものの、依然自転車が絡む事
故の割合は増加しているため、自転車利用者にとっても、安全で快適に通行で
きる施設の整備に積極的に対応し、交通危険箇所の把握、交通事故の減少に
努めるもの。

事業費詳細

・委託料
　委託料
　［道路反射鏡清掃・点検業務委託　2,314千円］
・工事請負費
　工事請負費
　　［橋波12号線他整備工事　13,222千円］
　　［道路反射鏡設置工事ほか　8,643千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

24,778           24,179         

 ・委託料
委託料　　2,314
・工事請負費
工事請負費　21,865

事務事業名 交通安全施設維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部道路課

会計 一般会計



利便性の高い道路交通ネットワークの充実

今後の
事務事業の

方向性
継続 引き続き、早期の供用開始に向け整備を進められたい。

概
　
要

実施内容等

説明

豊秀松月線が位置する一帯は、第五次守口市総合基本計画、守口市都市計画
マスタープランにおいて、「京阪守口市駅と地下鉄守口市駅周辺で、商業業務
系機能に加え行政文化機能が集積する守口都市核」に位置づけられており、京
阪守口市駅～国道1号の区間は、都市核のシンボルロードとなる幹線道路であ
ることから、歩行者・自転車の安全な通行路、無電柱化や植栽等による景観を
配慮した道路空間の整備を実施することとしている。また、京阪守口市駅周辺
地区バリアフリー基本構想において、特定経路に位置づけられており、鉄道駅と
周辺の生活関連施設をつなぐルートとして活用されているが、現歩道の幅員は
狭く車いすの通行などに支障があり、計画幅員での整備が必要である。
　平成33年4月の供用開始に向けて、事業に必要な沿道の用地買収と物件補
償を行い、延長260ｍ、計画幅員22ｍの都市計画道路を整備する。歩道と自転
車通行空間の分離をするとともに、地上の上空電線等を歩道の地下に収容す
る電線共同溝を整備することで、無電柱化を行う。また、道路の拡幅に伴い本
町橋の架け替えも同時に行い、景観に配慮した道路空間を創出する。

事業費詳細

・委託料
　委託料
［都市計画道路豊秀松月線用地補償交渉業務委託　78,397千円］
［都市計画道路豊秀松月線補償調査業務委託　5,512千円］
［都市計画道路豊秀松月線用地測量業務委託　309千円］
［都市計画道路豊秀松月線不動産鑑定業務委託　243千円］
・公有財産購入費
　土地購入及び物件補償費
［事業用地購入費及び物件補償等に係る費用　19件　405,827千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

772,733          490,707        

・公有財産購入費
土地購入及び物件補償費    405,827
買収諸費　90
・委託料
委託料　84,759
・役務費
通信運搬費　　12
・需用費
消耗品費　　7

事務事業名 都市計画道路豊秀松月線整備事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部道路課

会計 一般会計



安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続

法令に基づき、引き続き適正に事務事業を進める。なお、窓口業務については、公開型
GISの導入による効果等も踏まえ、より効率的な運営手法について検討する。

概
　
要

実施内容等

説明

　建築基準法を補完する形で、開発指導要綱、省エネ法、福祉のまちづくり条例
などで、住宅などに付加価値を付け魅力的な住環境を造ることを開発者などに
協力・指導した。また、建築基準法上の判断をするための現地調査や審査をし
た。
　その他、適法に工事がおこなわれるように調査業務など.　既存建築物につい
ては定期報告制度など、良好に管理していただくことを建物所有者・管理者に
周知した。

事業費詳細

・報酬
　建築審査会委員報酬　84
・需用費
　消耗品費　事務用品など　704
・役務費
　通信運搬費　文書郵送料など　58
　損害保険料　特定行政庁団体賠償責任保険料　50
・委託料
　委託料　特定建築物及び特定建築設備等定期報告業務委託料など　695
・使用料及び賃借料
　使用料　建築行政共用データベースシステム利用料　2
・備品購入費
　図書購入費　業務用書籍購入58
・負担金、補助及び交付金
　負担金　各種会議等負担金　360
　補助金　守口市ブロック塀等撤去補助金交付　87

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

6,987             2,098           

 ・報酬
　非常勤職員報酬　84
・需用費
　消耗品費　704
・役務費
　通信運搬費　58
　損害保険料　50
・委託料
　委託料　695
・使用料及び賃借料
　使用料　2
・備品購入費
　図書購入費　58
・負担金、補助及び交付金
　負担金　360
　補助金　87

事務事業名 建築行政推進事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部住宅まちづくり課

会計 一般会計



魅力ある都市空間の形成と維持

今後の
事務事業の

方向性
継続

守口市空家等対策計画に基づき、守口市空家等対策協議会での議論を踏まえ、市とし
て有効かつ実効性のある施策を検討する。また、事業の推進に際しては、関係団体等と
の連携を強化するなど、官民協働による取り組みを進められたい。

概
　
要

実施内容等

説明

　平成30年3月に策定した守口市空家等対策計画に基づき、管理不全な空家等
の所有者等への管理の普及啓発や空き家バンク制度の実施、不動産関係団体
との協定締結などに取り組んだ。
また市民からの管理不全な空家等に対する相談に対しては、所有者等の調査
を行い、適正管理文書を送付し、良好な住環境の維持に努めた。

事業費詳細

・報酬
　報酬　第1回守口市空家等対策協議会委員報酬（12/26実施、11名分）　105
・需用費
　印刷製本費　守口市空家等対策計画本編及び概要版印刷　279
・役務費
　通信運搬費　管理不全な空家等の所有者等に対する指導文書郵送　19
・委託料
　委託料　空き家情報管理システム保守点検業務委託　172

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

1,355             575             

 ・報酬
　非常勤職員報酬　105
・需用費
　印刷製本費　　　　279
・役務費
　通信運搬費　　　　19
・委託料
　委託料　　　　　　　172

事務事業名 空き家等対策事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部住宅まちづくり課

会計 一般会計



安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続

耐震化率の更なる向上を図るため、引き続き庁内関係部署やNPO等とも連携し、各種補
助金の周知や啓発を行う。

概
　
要

実施内容等

説明

平成29年3月改定の守口市耐震改修促進計画に基づき、近い将来高い確率で
発生すると予測されている南海トラフ巨大地震や、上町断層帯など大規模な地
震から市民の生命・財産を守るため、旧耐震基準で建築された木造住宅を対象
に、耐震診断、耐震改修設計、耐震改修の各種補助や耐震セミナーなどを実施
した。

事業費詳細

・負担金、補助及び交付金
　　補助金
　　　耐震診断補助（19件）　　　900,000
　　　耐震改修設計補助（3件）　300,000
　　　耐震改修補助（5件）　　　　3,066,000

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

8,425             4,266           

 ・負担金、補助及び交付金
　補助金　4,266

事務事業名 既存民間建築物耐震化補助事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部住宅まちづくり課

会計 一般会計



魅力ある都市空間の形成と維持

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

引き続き地域への積極的な働きかけを行う。
また、財源については、国及び府からの補助金に関するメニューを注視するとともに、（公
財）都市整備推進センターによる支援等についても積極的に利用し、より一層の事業推進
を図る。

概
　
要

実施内容等

説明

大阪府密集市街地整備方針や本市策定の整備アクションプログラムに基づき、
密集市街地の老朽木造賃貸住宅の除却助成や主要生活道路の拡幅に伴う用
地買収や整備工事を実施した。

事業費詳細

・委託料
　委託料　市道大庭17号線及び29号線詳細設計業務委託
　　　　　　 主要生活道路拡幅に伴う不動産登記測量、不動産鑑定業務委託
　　　　　　 庭窪交番前交差点外1道路整備工事監理業務委託　4,365
・工事請負費
　工事請負費　市道大庭17号線及び29号線歩道設置工事
　　　　　　　　　 市道大庭２９号線仮歩道改良工事
　　　　　　　　　 庭窪交番前交差点改良工事　　　21,726
・公有財産購入費
　土地購入及び物件補償費　市道大久保１０号線　道路用地購入費　15,485
・負担金、補助及び交付金
　補助金　　老朽木造賃貸住宅除却工事費助成金　56,340,000
　　　　　　　 老朽木造賃貸住宅除却に係る動産移転助成金　410,000
など

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

134,862          98,387         

 ・需用費
　消耗品費　　32
　印刷製本費　11
・役務費
　通信運搬費　2
・委託料
　委託料　　　　4,365
・使用料及び賃借料
　借上料　　　　6
・工事請負費
　工事請負費　21,726
・公有財産購入費
　土地購入及び物件補償費　15,485
　買収諸費　　10
・負担金、補助及び交付金
　補助金　　　 56,750

事務事業名 住宅市街地総合整備事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部住宅まちづくり課

会計 一般会計



安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

老朽化や耐震性の不足する４団地（寺方・金下・日吉・桜町）の入居者に対しては、守口
市営住宅長寿命化計画（中間検証）に基づき、丁寧に説明し、住替え促進等の業務を進
める。
また、退去後の土地、建物についても、関係各課と協議し、方向性を検討されたい。
加えて、住替え事業の進捗等を踏まえたうえで、継続して運営する他の市営住宅の維持
管理事業への指定管理者制度の導入に検討されたい。

概
　
要

実施内容等

説明 市営住宅10団地の管理運営を行った。

事業費詳細

・需用費
　光熱水費　市営住宅給水ポンプ等運転電気代　1,127
･役務費
　火災保険料　市営住宅火災保険料　884
　損害保険料　市営住宅施設賠償責任保険　242
・委託料
　エレベーター保守点検業務委託など
　梶第一団地（A・B棟）大規模改修工事実施設計業務委託　13,266
・工事請負費
　工事請負費　台風21号災害復旧工事等　11,134
　補修工事請負費　各団地補修工事等　28,429
など

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

65,168           56,135         

 ・報償費
　報償金　　333
・需用費
　消耗品費　167
　光熱水費　1,127
・役務費
　通信運搬費　149
　手数料　　　　170
　火災保険料　884
　損害保険料　242
・委託料
　委託料　　　　13,266
・使用料及び賃借料
　使用料　　　　144
・工事請負費
　工事請負費　11,134
　補修工事請負費　28,429
・原材料費
　工事材料費　81
・備品購入費
　図書購入費　4
・負担金、補助及び交付金
　負担金　　　　5

事務事業名 市営住宅維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 都市整備部住宅まちづくり課

会計 一般会計


